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松浦党志佐氏の五島に於ける拠点と海外交易について 

－『青方文書』や考古学的所見等を題材として－ 

             佐世保文化財調査事務所 村川 逸朗 

 

１ はじめに（志佐氏の概要）           

志佐氏は松浦党の一員として東シナ海を舞台に活躍

した地頭である（註１）。その領地は松浦市志佐の陣ノ内

城（館）を本拠とし、佐世保市吉井町直谷城を居城とす

る。他に五島の東辺及び西島と壱岐を初代貞が松浦清か

ら分割譲与された（註２）。 

志佐氏の知名度について、一般的にはあまり知られて

いないのではないかと思われる。その理由としては、こ

の西北九州西端地域は、平戸松浦氏が近世大名として覇

権を握ったと言うこともあるし、その活躍の時代が 11

世紀半ばの古代末から 1６世紀初頭の室町時代までで、

朝鮮半島南部で起きた対馬守護宗氏と朝鮮居留の日本人

による「三浦の乱」以降は急速に衰退するからである。

その推移をみれば対鮮貿易の盛衰と共に志佐氏の衰

亡があったと言えるかもしれない。 

しかし、平戸松浦氏が、平戸島の平戸を舞台としてオ

ランダやポルトガル、イギリスとの貿易を行う以前の段

階では、志佐氏が五島若松町の日の島等を根拠地として

対鮮貿易等を行っており、五島が東シナ海を流れる海流

の関係から中国からの交易船が着きやすい地理的好位置

にあったためと考えられるが、11世紀半ばの古代末から

16世紀初頭の室町時代まで中国、朝鮮、琉球等々との間

で活発な交易を行っていた。                                       

今回志佐氏に注目したのは、鎌倉得宗家による日元貿

易について、『青方文書』中の「渡唐船の遭難」に志佐氏

などが関係していたことが確認され、その当時の社会状

況の解明に寄与できるのではないかと思われたことや、

14世紀半ばの中国明を建国した朱元璋の「海禁政策」に

もかかわらず、唯一貿易を許された琉球との交易を介し

て、朝鮮等との活発な交流を行っていたことが窺われる

事。そして、これまでその実態がよく分からないと言わ

れていた『倭寇』の活動圏とも重複していることから、
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その実態の解明の一助にもなることも考えられた事などによる。 

なお、対朝鮮貿易は、「平面的単一的な日朝貿易は存在せず、一つの国内経済圏としての対鮮貿易ない

しは経済圏相互の関連性が問題であるとし、中世日朝貿易は南海貿易とからんで」（註３）いるとされ、

東シナ海等を舞台とした広い視野を必要とするのかもしれない。 

 

２ 志佐氏関連遺跡の発掘調査の結果とその累代について 

 志佐氏の名は『青方文書』や朝鮮王朝の『李朝実録』

等の一級文書に認められ、考古学的な発掘調査も佐世

保市吉井町直谷城跡（地元では内裏山城と呼称）や、

地頭居館があったと考えられている松浦市陣の内城跡

に隣接する宮ノ下り遺跡、松浦市白浜の楼階田遺跡等

で実施され、考古学的な調査手法による年代確認も行

われている。 

直谷城跡（県指定史跡）は昭和 63 年から平成 2 年

までの三箇年に渡って測量及び範囲確認調査が行われ

た（註４）。直谷城には種々の防御施設が造られており。

二〇〇〇点余りの中国製輸入陶磁器等の出土遺物もあ

った。絶壁に囲まれた天然の要害であり、佐々川衝上

断層と福井川の浸食によって形成されている。これ以

上防御に有利な場所もないと思われるほど他の山城と

は趣を異にする。志佐氏は松浦家の『家世伝』等によ

って古代末、初代の貞
さだし

から近世初期までの１6代重忠
しげただ

までが知られているが、初代の貞から８代義
よろし

までが 

一系統で、その後の 9 代某と目されている純昌は、

一時は有馬貴純らと共に平戸の松浦広定を攻め、箕坪

城を攻め落としたが、この後、大村・龍造寺の連合軍

に攻められ五島に逃れ、家臣に討たれた。 

この後一時期直谷城は「空城」となる。田平の峯純 

元が志佐氏の10代 純元の名跡を継ぐ（これ以降峯氏

系統の志佐氏）。16世紀後半からの戦国時代末期には、

永禄６年（1581）平戸隆信によって攻められる。 

第１表をみても、これらの二時期に攻防のために立て籠もり、器を使用した事によるピークが認められ

る。しかし、初代～8代までは殆ど詳しいところは分かっていない。松浦市の陣の内城跡及びこの直谷 

城跡周辺にもその8代までの墓は知られていない。  

第1図４の楼楷田遺跡は、伊万里湾に面し海岸段丘上の通称“白浜”に立地している。発掘調査の結

果、11～14世紀の遺跡で13世紀をピークとする中国産貿易陶磁器等が出土した。検出された遺構とし

ては掘立柱建物跡、木棺墓、土壙、たたら状遺構、石敷き道路状遺構等があり、中国産貿易陶磁器の他、

第2図 直谷城跡出土中国輸入陶磁器 

第3図 直谷城跡遺構検出状況 

第１表 輸入陶磁器時代別数量表（註4文献） 
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国産土器・陶

器、滑石製石

鍋、銅銭、石

錘、土錘等が

出土した。松

浦党関係の遺

跡だと考えら

れ、永徳四年

の［下松浦住

人等一揆契諾

状案］に、「し

さのしらは

ま」白浜後家

代弘（花押影）

と記載されて

いる（註５）。

白浜氏の関連

遺跡とみられ

ている。 

第４図の２と

３は楼楷田遺

跡出土の墨書

陶磁器である

が、２は「綱

司」と書かれ

た可能性があ

る。Ⅷ類で12 

世紀中頃～後 

半の資料であ

ろう。 

 第1図５に

大崎の唐房推

定地を挙げて

いるが、比較

的近い場所で

あり、唐房推

定地（註６）の場所の特定や所属時期の確認などの必要性があるが、この墨書資料との時期的な比較等

第２表  

第4図 長崎県出土中世墨書資料（安楽・中田1985、宮崎1996） 

１；白井川遺跡出土 
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がどういう結果を示すのか興味深い。 

 

３ 松浦党関係の山城跡の特徴について 

直谷城跡は県北城郭のスタンダードモデルとして、①楕円形の曲輪 ②物見台跡（天守 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 直谷城跡の木戸口（門跡？）佐世保市教育委員会提供    写真4 川棚町風南城跡木戸口（門跡？） 

台跡）③木戸口（門跡）等の特徴を持っている（註７）。 

また、長崎県域の中世城館の特徴として円形及び楕円形の平面プランをもつという特徴を持っている。

方形の城館も無いわけではないが、その割合は非常に少なくて殆どは円形及び楕円形の城館が主体を占

めている（註８）。全国的にみると、この円形及び楕円形の城館は特異であり、東シナ海に面した西北九

州に多く分布していて松浦党との関係が深い。 

４ 志佐氏の対朝

鮮貿易 

外山幹夫によれ

ば、志佐氏の名は

『李朝実録』『海東諸

国紀』等の朝鮮側の

資料に登場し、志佐

氏の中で記録上最初

第５図 直谷城跡平面図（西南西が北） 

第６図 直谷城跡地質模式

図 

第7図 諫早市飯盛町囲城跡（左）、壱岐市勝本町高津城跡（右） 

壱岐市勝本町高津城跡 
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に対鮮貿易を行ったのは「志佐殿」で、応永9年（1402）二人の朝鮮人を故国に返還した。これは通交

貿易時代を迎え、倭寇としての活動の中で拉致していた人物を返還したものとみられている。そしてこ

の応永9年～応永23年（1416）まで合計17回貿易を行った。また、志佐重は、応永28年（1421）～

永享元年（1429）で 8 回の対鮮貿易を行った。また、『世粗実録』での世粗元年（1456）、朝鮮の礼曹

が対馬出身の早田籐九郎に質問を行った。「志佐氏は探題渋川氏と豊後守護大友氏と三者が族親であるか、

またその力は？」それに答えて「族親でなく、大友氏が兵一万一〇〇〇名を動員出来るのに対して、志

佐氏は五〇〇から六〇〇名程度出動させることが出来るにすぎないと述べている。朝鮮の礼曹は志佐氏

が九州探題渋川氏や豊後守護大友氏と比肩されるほどのものという誤解をもっていた事。さらに、宝徳

2年（1450）～永正元年（1504）までで九〇回に上る対鮮貿易を行い、文明16年（1484）には年間八

回に上り、志佐氏及びその周辺に人物で十名近い者が対鮮貿易を行っていた事などに触れ、その対鮮貿

易が頻繁に行われた理由について、外山は、享徳3年（1454）端宗治世下の朝鮮で内乱起った際に、志

佐義自ら渡鮮して鎮圧に協力し「藩臣の忠」を表わしたいと申し出たこと。その朝鮮王朝に対する忠誠

が、以後の彼の貿易拡大に繋がった一因ではないかと述べている（註９）。 

また、享徳4年（1455）頃からその対鮮貿易の回数が急激に増えること、及びその志佐義存命の継続

期間の異常な長さなど不自然さは感じざるを得ないが、その中には対馬島主宗成職の偽使がいた可能性

も長節子により指摘されている（註10）。 

外山によれば、貿易の内容として志佐重は、応永 30 年（1422）蘇木八〇〇斤・硫黄二三〇〇觔・蘇

香油二觔五両・正布四七〇匹・犀角三斤六両・藿香三〇斤・檳子三〇斤を朝鮮に輸出。正布四七〇匹を

輸入した。また輸出品の中に東南アジア産の犀角、染料としての蘇木などが認められる事から、琉球と

の間の貿易を通して得たものを朝鮮に輸出する三角貿易を行っていたとみられている。 

更に志佐義の輸入品としては、享徳3年（1454）白細苧布・白細紬各五匹、雑彩花蓆五張、鞍馬具一 

匹・屏風一座・松子五〇苧・焼酎五〇瓶・桂茶食各四角・虎豹皮各二張・乾青魚二〇〇〇尾・大口魚二

〇〇尾・乾鯉魚五〇尾・ 鮒魚四〇〇尾・乾柿子五〇貼・正布一三匹等の多数の品があった『端宗実録』

（端宗2年）。 

 

５ 志佐氏に関連する『青方文書』等 

以下に紹介する文書は、青方文書「関東使者義首座注進状案 唐船破損間事」（永仁６年渡唐船の遭難

事例）である。内容としては、日元貿易関係の唐船が日ノ島の近くで遭近難し、近郷、在津の住民達が

その積荷を運び取るという事件が起った（註 11）。ところがこの積荷の中に北条本家得宗家関係者のも

のがあったために大事件となったものである。以下は書き下し文である。 

[一、唐船四月廿四日、辰末どき海俣より牧羊。有□（福カ）において、巳の初めどきに破損。牧羊して

破損まで一里内外か、此所は、即ち樋島（日島）の地域なるをもって、よって樋島の住人百姓等、

船七艘をもって御物以下の金帛を運び取る（或いは二度、或いは一度）。海俣において悉く見知し了 

んぬ。 

一、嶋々浦々の船頭（ふなとう）等、同じ時相交わり運び取る（同前） 

同廿五日は同前、同廿六日は同前]（以下略） 

    新木涵人 若松町歴史研究会だより『瀬音』第11号より転載（註12） 
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この文書では、唐船が四月二四日の辰の末どきに海俣より牧羊し、有福において巳の初めどきに破損

した事を記しているが、ここでまず分からないのが『海俣』という言葉であろう。他の『青方文書』を

みると、なかには『貝俣』『狩俣』等、島を付けない時と、『貝俣嶋』と嶋をつけて呼称する場合がある。

ここでは、文章の前後の脈絡『海俣牧

洋』、（牧羊；航海に出ること）から『海

俣』は貿易船が出入りする「港」とい

った意味かとも推測される。また、『於

有□破損・・・』の「有」下の不明字

は日ノ島の西隣「有福島」の有福の「福」

ではないかと考えられ、船は日の島と

有福島の間の「宮ノ瀬戸」で遭難した

ことも推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真6 『青方文書』73号「関

東使者義首座注進状案」「長崎

歴史博物館所蔵」 
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第8図に若松町日島・有福島周辺遺跡図を掲載したが、これで「永仁６年（1298年）渡唐船の遭難 

事例」を時系列も含めて検証してみたい。 

 まず時間としては、辰の刻を7時から9時と考えると、海俣を牧羊（出港）したのが辰の末なので午

前9時前となるだろうか。そして遭難したのが巳の初めなので午前9時過ぎとなる。時間としては出港

から遭難するまではあまり時間の経過がなかったと言えるだろう。２、30分程の経過であろうか。また、

遭難場所を宮ノ瀬戸と推測すると、出発地点から一里内外ということで筒ノ浦と榊ノ浦のどちらからか 

出港したことも推測される。写真 7と8に日の島周辺の宮ノ瀬戸及び筒ノ浦から日の島の東海域を見通

した所を掲

載している

が、日の島

周辺に複雑

な潮の流れ

があり、航

路に乗り出

すときに有

利なのかも

しれないが、写真8の海域を通るのが安全ではないかと考えられるが、なぜかこのコースは通っていな

１榊ノ浦遺跡（縄文） 

２榊ノ浦石塔群（中・近） 

３筒ノ浦遺跡（縄文）  

４鵜ノ瀬遺跡（縄文） 

５老松神社岩陰遺跡（中・近） 

６真浦遺跡（中世） 

７神部遺跡（縄文）  

８曲古墓群  

９馬込遺跡（中・近） 

10  玄加・玄徳碑 

11 釜崎法筺印塔  

 X宮ノ瀬戸（遭難推定地） 

筒ノ浦 

榊ノ浦 

第8図 若松町日島・有福島周辺遺跡図 

写真7 日島と有福島（左上）その間が宮ノ瀬戸 

有福島 

日島 

写真8 筒ノ浦から日島東海域を望む 



8 

 

い。 

（75）対馬守某・武藤盛資連署施行状案は、唐船の遭難の日四月二四日から四箇月程後の八月一八日に

発給されたもので、以下に文面の概訳を兼ねた書き下し文を示したい。 

［対馬守某・武藤盛資連署施行状案］ 

［今月（八月）一二日の上総介（北条実政）殿御教書に重ねて同一八日（御教書）が到来している。

藤太郎入道忍恵船が漂倒した時の、関東方々の御物の事について、志佐小次郎祝と奈留兵衛二郎の仏己

輩下の者が相懸かって（御物を運び取ったので）、沙汰渡すよう、日を限って触れを出したが、その事に

ついて今まで返事が無く、甚だ援怠である。所詮（今月中には無理と思っているかもしれないが、無理

をおしても）御使方に沙汰渡す可し。更々遅く引き延ばすことがないよう、（中略）今月中をもって、彼

の御物を御使方に運び糺す可きである。仍って執達件のごとし。 

  永仁六年八月一八日                対馬守（花押影） 

                           前豊前守（花押影） 

 相方（青方）四郎（高家）殿] 

 事件がおこった日島が志佐氏の所領地であったことから、志佐小次郎祝及び、その西隣の奈留兵衛二

郎入道両名を名指しで、関東方々の御物を返却するよう求めたことを記した文書である。 

佐伯によれば（註 13）、遭難した船から船頭たちが積荷を次々に運び取るという出来事は、その当時

の慣習で、漂流船の積荷は現地の領主や住人のものになるという事があり、それに由来する行為であっ

たという。しかし、これらの御物が北条得宗家のものであったために大がかりな事件となった。得宗家

関係者としては、得宗北条貞時や葛西殿（北条時宗の母か）・浄智寺（北条時宗の弟宗政あるいはその子

師時の開基）・大方殿（北条貞時の母覚山尼）等であり、これらの得宗関係の御物を回収するため鎮西探

題北条実政が乗り出してきたらしい。葛西殿の積荷には、砂金 140 両（註 14）、まとめ金（円金）60

切、細絹、水銀樽、金銅（鎧の下に着る武具）、腹当（鎧の一種）、太刀、刺刀（小さな刀）、茶杯（茶碗）、

半挿たらい、鈴箱、宿直物茶入物台、蒔絵の硯箱、小袖等だったといわれている。 

 ここで掲載はしていないが『青方文書』の中には、浄智寺関係では、［71 某御物員数注進状案］とし

て、円金・砂金供 124 切５両、皆 30 文目、銀剣、円蒔供十腰、珠一結の内大小５嚢、四十貫の水銀、

他私所持物があり、大方殿分としては、［72 恵存御物以下注進状案］として、恵存を確認した物以外

で、銀剣五腰、白布二十九反の内五反者五尋、白帷二、衲衣一領等々があり、相当な量の金銀財宝が、

永仁六年の四月二四日～二六日の三日間でそれぞれ一度ならず二度までも、志佐氏と奈留氏の輩下のも

のによって運び取られたものと考えられる。（註15）。 

 この事件が起った永仁六年前後の鎌倉幕府（北条得宗家）の執政を見てみると、永仁元年、幕府が九

州に鎮西探題を置き北条兼時を任命し、同四年には、時の鎮西探題金沢実政には九州の軍事指揮権だけ

でなく、訴訟の最終的な確定判決権も与えた。最も関連性があるのではないかと考えられるものとして

は渡島船の遭難の前年である永仁五年に「永仁の徳政令」を実施した事ではないかと考えられる。これ

は貨幣流通の社会への深い浸透・金融の発展に伴い人とモノ、特に土地が激しく動き始めた事による社

会全体の反発の表現（註16）であったが、結局翌年の永仁六年には債権者の反発により徳政令を打ち切

った。一三世紀後半以降は、北条氏がほとんど独占的に海上交通を支配しており、その事への反発もあ

ったものと考えられる。 
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６ 古代から中世の五島について 

五島は古代より遣隋使・遣唐使の

寄港地として知られているが、相子
あ い こ

田
だ

や美
み

弥
み

良
ら

久
く

などは直接中国へ渡る

南路の寄港地及び最終出発地として

知られている。その後『日本三大実

録』貞観18年（876）3月9日条に大宰権師在原行平の申請によって肥前国から値嘉島を独立させるこ

とになり、清原氏が値嘉島の島司となった。その範囲としては、北は小値賀島から中通島とその南の現

在の新上五島町の旧若松島までであった。 

左に『小値賀島地頭職相伝関係系図』（註 17）を掲載した。これは松浦氏と青方氏の地頭職を巡る争

いを巡って領家に提出した家系図（註18）を基として作成されとものと思われる。 

仁平二年（1152）代々宇野御厨荘の内小値賀島の地頭であった清原是包が高麗船への海賊行為発覚に

より領家から解脚されたことによって、妹の三子
み ね

に幕府からの下文により地頭職を譲り与えた。ところ

が、この宇野御厨に延久元（1096）年に宇野御厨検校として下向し今福に拠った松浦久
ひさし

の嫡子である

九代の直
なおし

は松浦市御厨に居て御厨執行兼惣追浦使であったが、この清原是包の妹三子
み ね

を娶って室とし、

山城源六囲
かこう

（のちの宇久氏）を生んだ。この婚姻によって直は小値賀島と浦部島（中通島）の地頭職

を三子
み ね

から取上げ、我がものとした。まもなく三子
み ね

と離別した直
なおし

は平戸の宋船頭の後家を娶り、その

連れ子だった値賀十郎連
むらじ

を養子として小値賀・浦部の両島を譲り地頭とする。そこで是包や、三子
み ね

の

甥にあたる藤原尋覚（青方氏の祖）が連
むらじ

を相手どって鎌倉幕府に論訴し、理を得て勝訴し、建久七（1196）

年に小値賀の地頭職に補せられた。しかし、連
むらじ

も簡単に地頭職をあきらめたわけではない、建保七年

（1219）甥にあたる平戸松浦持
たもつ

に不知行のまま譲り、加えてその権利を主張した山城三郎固
かたし

を交えた

清原氏と峯氏及び山代氏の松浦一族の争いとなり、大宰府守護所から関東門注所まで持ち込まれ、結局 

第９図 五島における古代～中世主要遺跡 
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持
たもつ

が勝訴し、小値賀島の地頭職は持
たもつ

の支配権が認めら

れた（註 19）。しかし、この争論は後々まで尾を引くこ

ととなる。その当時の動静をみると小値賀島の中でも特

に前方へのこだわりが見て取れるが、小値賀町と NPO

法人アジア水中考古学研究所では、この前方湾の水中遺

跡海底遺跡の調査を平成 16 年度から平成２２年度まで

実施している。その結果、現在までに海底から回収され

た中国産陶磁器99点、国産土器21点で、完形品を含み

残存度合いが高いものが大半を占めている。中国陶磁器

は白磁・青磁・褐釉陶器である。国産土器は北九州系の

土師器皿、東播系の須恵質土器の壺である。時期的には

11 世紀後半から 14 世紀前半代に収束される（註 20）。

時期別の数量では 12 世紀中頃～後半（大宰府D 期）の

ものが一番多い（註 21）。また、中国貿易船の積載物と

推測されている角柱定型型碇石が14本確認されている。 

この海底遺跡の調査を行った塚原博は、数量的に一

番多い 12 世紀中頃～後半に前方湾において活発な中

国宋との貿易を行い、その貿易の利権があったために、

清原氏と峯氏及び山代氏の争いがあり、宋船頭の後家

を娶り、その連れ子だった値賀十郎連を養子とし地頭

職に据えたのも、対中国宋との貿易の利便を考えての

ことであったと推測している。また、消長については、

13世紀後半の宋から元に代わると下火になり14 世紀

初頭ないしは前半で遺物は確認されていない。 

第 11 図前方湾海底遺跡遺物 1～5土師器、3は内底に

油煙付着8～13白磁、14､15、17～25青磁、26黒釉椀（天

目）、16､27～33陶器（鉢、捏ね鉢、耳付水註､壺）   

写真11 海底で確認した角柱定型碇石 

写真9 前方湾海底遺跡 

写真10前方湾海底遺跡遺物（中国陶磁器・国産土器等） 

9,10は墨書陶磁器 
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その後の五島での貿易の根拠地については先にみたように、永仁六年（1298）頃に祝が『青方文書』

に登場するのでそのころには志佐氏が日の島をその舞台として活動していたものといえるのではないだ

ろうか。第9図の１は、釜崎法筺印塔、２は曲古墓群、３は馬込遺跡、４は（第8図では５）老松神

社岩陰祭祀遺跡、５は白魚遺跡、６は宿ノ浦遺跡、７は荒川割子法筺印塔、８は青方館跡、９は殿山

城跡は、10 は城岳城跡、11 は天神山館跡、13 は山本館跡、14 は城ケ岳城跡、12 は膳所城跡、15

は前方海底遺跡である。1,6,7は志佐氏に関係するのではないかとかんがえられるもの。8,9青方氏

関係。10,11は奈留氏関係。13,14は宇久氏関係、12,15は清原氏及び峯氏関係である（註21）。 

 

７ 日ノ島の曲古墓群と釜ケ崎所在の法筺印塔 

五島では、白魚五輪塔や千人塚が知られる程度であっ 

たが、平成 5、6年の２カ年で若松町日ノ島のトンボロと 

いう砂嘴に所在する中世から近世の時期に所属する墓地

の発掘調査を実施した（註22）。 

調査の結果、日の島曲古墓群は九州全域を見回しても

特異なものであり、特に『安山岩質凝灰岩』製の『法 

筺印塔と五輪塔』は、室町時代の中央（大和・山城）形

式のものであることと、その数量がこの日ノ島古墓群だ

けで４０基以上あることがわかった。現在、長崎県下の 

    写真 12 曲古墓石塔群近景       島々を中心に建塔されている中央形式塔は、全体で 293

基を確認している。製作年代は、1300 年代後半か 1400 年代前半頃で、南北朝後半から室町時代前期頃

である。制作地は、ほぼすべての中央形式塔が丹波地方を中心とする関西方面から海上輸送で運ばれた。 

この石塔群の報告書の執筆を担当した大石一久は、制作年代から大きく二つのグループに分かれると

述べている。まず第 1は形態から 1300年代前後の鎌倉時代末から南北時代前期にかけて、第 2は、日の

島の主体をなす中央形式をもった石塔群で、1300 年代後半（南北朝時代後半）頃で 1400 年代前半の室

町時代初期までの期間にはいるものである。また、これらの中央形式塔の性格として、すべて墓塔とし 

て造立されたとは言い切れず高所に建塔されたものは供養塔として建塔された可能性が高い。また、日

の島・対馬・平戸島の三島に大量に建塔。大量に建塔されたところとそうでない所があり、その立地・

地形には際だった差異が認められる。中央形式塔が大量に建塔されているところは、全島切り立つ山で

被われた平地が極端に乏しい島（地域）に限られている。特に五島若松島の日ノ島ように、山が急傾斜

で海岸に迫る小島で平地が無く、わずかに展開する舌状の礫丘に中央形式塔など多数の中世塔が林立し

ている状況は代表的な遺跡で、この日ノ島の、海に面する建塔の立地から海上に活躍した人々の石塔群

であることは容易に想定されるとしている。また先にみた小値賀島や宇久島、壱岐島など島の地形が低

平で水田、畑地等の可耕地や、小値賀、宇久に代表されるように陸地から連続する海水面にも鮑等の海

産物恵まれていて、比較的豊かなところには中央形式塔は安置されていない。またこれらの中央形式塔

が認められる所は、渡来仏などの朝鮮系・中国系請来物の安置場所とほぼ一致すると述べている。 

さらに、中央形式塔の搬入時期とその建塔背景について、これらの中央形式塔の大量建塔には、ある

一島だけに関係する特殊な問題ではなく、建塔されたすべての島々に共通する歴史的背景があったもの

『青方文書』（５） 
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と考えられ、歴史的事項としての「倭寇」（前期倭寇）とは切り離して考えられないとしている（註 23）。 

田中健夫は、『大蔵経』の輸入について、「康応元年（1589）から天文八年（1539）までの 150年間に

日本から朝鮮に大蔵経を求めること八三回、四三部の大蔵経が渡来した」と述べている（註 24）。また

『法華経』も求めており、ただ単にスタイルだけというのではなくて、釈尊の教えである仏教の精髄を

含めて総合的に受容することに一定の役割を果たした

のではないかとも考えられる。 

 大石一久は、上に示したように五島・対馬・平戸な

ど「倭寇」と呼ばれた人々が、日本の中央から中央形

式塔と平安仏を求め、また朝鮮半島からは朝鮮系渡来

仏や写経類の請来を行い、日本と大陸との双方の文化

を受け入れた事を〈国境をまたぐ島々〉のもつ独特の

世界観：マージナルな関係がよみとれると述べている。 

写真 11は、時代的には一番優れていると言われる統

一新羅時代の渡来仏・銅像如来立像（国指定重要文化

財 若松極楽寺所蔵）であるが、日本人にはほとんど

受け入れられなかったと言われる渡来仏の中にあって、

この銅像如来立像は日本人にも比較的なじみやすい優

品であろう。 

そういったものを見つけ出し、それを請来して来る

という所もマージナルな感性と行動力のなせる技かも

しれない。 

釜崎の丘陵に立つ法筺印塔については、現在の所、誰が祀られているのか、造立者が誰なのかは分か

っていない。今までのところ、大石一久により観応三年（1352）の五島日島内日島浦の代として同国西 

浦三〇町以下の地頭職を願い出た伊藤祐武という人物の他、何人か考えられているが決定的ではない（註

25）。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、この地が誰の所領地で、この塔を造立する契機は何なのかという視点で考えてみたい。ま

ず、所領地であるが冒頭に挙げたように五島の東辺及び西島は志佐貞が松浦清から分割譲与されており、

写真14 釜崎法筺印塔 

写真15 荒川割子法筺印塔 

写真 13 銅像如来

立像（国指定重要

文化財 若松極楽

寺蔵） 
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上の『青方文書』の（５）でもみたように日ノ島は志佐氏が関係していた所領地である可能性が高い。

次に『直谷城跡関係年表』で造塔の契機について考えてみると、延文四年（1359）に志佐小次郎定（５

代）が、菊池武光の大軍と激戦し、志佐有（４代）とともに戦死『志佐氏系図』という記事が認められ

る。釜崎の記銘が南朝歴の正平二〇年（1367）なので、その戦死から８年間の年月の経過があるが、北

朝方として戦った筑後川の戦いで敗れ、その後九州は 10年間ほど南朝の支配下に置かれるという社会状

況があり、志佐氏累代の４代と 5代の親子が同時に戦死して居なくなったわけで、志佐氏にとっては厳

冬の期間であったといえる（註 26）。しかし、そこで志佐氏の系統が絶えるわけではなくて、その後の6

代祝の活躍があり、その後も引き続き16代まで継続するのは第2表志佐氏累代年表でみたとおりである。 

回忌としては、命日から満８年と言うことで 9回忌にあたるが、他宗派では７回忌の次は 13回忌を執

り行い 9回忌は行わない。しかし、志佐氏の菩提寺である寿昌寺（松浦市志佐、陣の内城跡敷地内に所

在し、本尊として平安仏が現存。）は臨済宗妙心寺派であり、この宗派は 9回忌も行う。その事から菊池

武光の大軍と激戦し、戦死した 4，5代の志佐有、定を供養するため 9回忌にあわせて供養し、この釜崎

法筺印塔の造塔を行ったことも推測される。 

 また、荒川郷割子法筺印塔についても釜崎法筺印塔と同じ安山岩質凝灰岩を使用した中央形式塔であ

り、その形態などから近い時期に造られたものと言われており（註 26）、志佐有と定のどちらかの供養

塔である可能性も考えられる。この荒川の地は志佐氏が関係していた土地でもある（註 27）。 

 日ノ島と志佐氏の関係については、後の近世にも認めることが出来るのでその事について次章で考え

てみたい。 

 

８ 玄加・玄徳の碑と志佐氏の関係について 

下の写真は、『玄加・玄徳の碑』と現地で呼ばれているもので、日ノ島の入口部分にある「曲古墓」を過

ぎてすぐの所にある昔の船着き場、現在は突堤の根元の崖下に所在する。高さは約２ｍ強である。この

石碑については、元の若松町教育委員会及び若松歴史研究会による調査及び聞き取りにより志佐氏との 

関係について松園家に遺された古文書等により解明されている（註 28）。 

以下に要点を箇条書きに記すことにする。 

（１）向かって右側の大きな塔は正保

四年（1647）に立てられた「元徳・松

園八郎五郎」の供養碑か顕彰碑ではな

いかと推測されること。 

（２）左側の石碑は、これを後世に残
写真13 玄加・玄徳の碑と参り墓墓碑（？） 

写真16 『玄加・玄徳の碑』 
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そうとして、松園家の子孫が明治時代に再建したもの（右側の「念仏碑」が風化し解読が困難となって

きたので、「松園八郎五郎」の没年（慶長五年；1600年）を刻印し写真15 『玄加・玄徳の碑』再建したも

のである。元々のオリジナルなものは「お参り墓」ではなかったかと推測されること。「松園八郎五郎」

の実墓は、曲地区の墓地にあることから、『両墓制』の遺存も推察される。 

（３）松園清兵衛氏宅から「松園系図」と書かれた古文書が出てきて、「松園八郎五郎」の法名が「玄徳」

であることがわかったこと。また、松園家が「旧系肥州松浦郡平戸懸志佐領主の総括」であったこと、

それが松園家の元祖であるので孫子の代まで心に刻むように命じていること。 

上に記した一連の流れを要約すると、『両墓制』の特殊性が推察される。前章で述べた「曲古墓群」の

南に町道を挟んで隣接する場所に「曲」が所在する。町道で切られる前は一連の砂嘴上に立地する同様

な埋葬地だったと思われる。そこに実墓（ザンマイ）がある。石を積み上げただけのものや、小さな石

塔を積んだもの等が所在し、それに呼応して集落に「お参り墓」が設置され供養される。なぜ『両墓制』

が石塔にこだわるかを推察すると、石塔が無くなってしまえば実墓に誰が葬られたか分からなくなって

しまうからではないだろうか。思うに志佐領主の総括であった「松園家」の墓が無くなってしまえば、

志佐氏の領地であったことも分からなくなってしまうことを非常に危惧しているように思われる。松園

家が「旧系肥州松浦郡平戸懸志佐領主の総括」だったことを記した古文書が発見されたことで、その意

図したことが明らかになったといえるのではないだろうか。また、歴代の領主が代わったことで、あか

らさまに志佐氏の名を出すことがためらわれたことは察しがつく。 

 推察するに、その当時はかつて志佐氏が日島を領有していたことなど殆どの人々が忘れてしまってい

たのであろう。それでそれを防ぐために石塔を遺すことにこだわったものと考えられる。このことから、

日島はかつて志佐氏の領地であったことが認識さ

れるのではないだろうか。 

 

９ 東シナ海の海流について 

 長崎県と佐賀県の玄界灘沿岸を含む西北九州

は、南からの対馬暖流に洗われ、古来より漁労に

その生産の糧を求めてきた。捕鯨の痕跡は縄文時

代早期末より認められ、弥生時代、古墳時代にも

その兆候は確認できる（註 29）。また、朝鮮半島

南岸域、及び中国沿海州域にも同様の漁労習俗は

認められており、東シナ海沿岸域では、日本・韓

国・中国の国境を超えた交流も考えられるところ

である。 

 左に示したのは日本海の海流図である。森克己

の『続々日宋貿易の研究』（註 30）によれば、黄

海・東シナ海には、台湾海峡より起って北上し、

沿海州・朝鮮東海岸に沿って日本海を南下してく

る寒流のリマン海流と対馬海流のあたりで衝突し

寧波● 

第１２図「水産学シリーズ５対馬暖流 海流構造と漁業」より 
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て黄海の方へ屈折し、朝鮮西海岸に沿って北上し 

さらに西南に折れて中支沿岸に沿って南下し、台湾海峡に戻る時計の針と逆に回る逆転巡回海流が流れ

ており、九州より乗り出した船がこの海流に乗ってしまえば、労せずして自然朝鮮に流れ着く場合が多

いと述べている。そして南岸を西進し、木補近海の海流にうまく乗ることが出来れば、中国大陸の東岸

を南下し寧波から五島へ向かう海流に乗って、帰ってくることが可能であるといわれている。この循環

流の潮の流れに洗われる日本・韓国・中国三国の沿岸地域には先に触れた日本に所在した中国の「唐坊」

のように中国には「新羅坊」（コリアタウン）があり、時期的に並行はしないけれども韓国南岸に日本人

街（倭館）が所在した。 

 

10 まとめにかえて 

 志佐氏の初代貞については、は冒頭にも述べたように清から志佐、壱岐、五島の東辺及び西島の所領

地を相続した。志佐については、現在の松浦市志佐にあたると思われるが、隣接して有浦文書所収の［二 

松浦本主系図］によれば、恐らくは貞の弟と思われる停の所領地も所在する。（註 33）。壱岐は、県下第

二位の穀倉地帯である深江田原を擁する都城を代官として真弓氏に任せていた。五島については、先に

みたように日島、そして「海俣」を含む現在の若松島で、その東辺としては荒川や宿の浦であろう。 

また、志佐氏の居城『直谷城跡』は先にみたように 11世紀代からの遺物が認められ古くから築かれて

いた事が考えられる。この時期の松浦氏族系の居城について宮武正登は、小値賀島の膳所城跡、山代氏

の飯盛城跡、有浦氏の高江城跡、志佐氏の直谷城跡に触れ、各城跡縄張りの有効面積で膳所城跡（11，

000㎡）の卓越性を指摘している（註34）。また10世紀中頃から 11世紀中頃の中国製の白磁も確認され

ているので、清原氏が値嘉島の島司として小値賀島へ着任し、この膳所城を築いたことをあらわしてい

るのではないだろうか。直谷城跡は（5，800㎡）で第二位に甘んじているが、峻険な地形と、防御施設

については後の戦国時代に増設された可能性が高いものの、その強固さでは十分に個性を発揮している

ともいえる。塚原によれば、小値賀島で考えられる外国貿易商人（宋人等）との対価交換資源として明

鮑（干しアワビ）を挙げており、同じような地形の宇

久島でも同様にアワビの採取が考えられ、また、松浦

市の楼楷田遺跡でも 11～14 世紀の中国陶磁器の出土

からその間の継続期間があり、13世紀にそのピークが

あるのは同じなので、ここをとおり、博多へと繋がる

ルートが考えられるとしている。 

 付記すれば、長崎市網場や南島原市口之津等にも唐

房の推定地があり、発掘調査の結果により 12世紀後半

～13 世紀の遺物を出土する諫早市飯盛町開遺跡（註

35）等も所在するので南廻りで有明海へと向かうルー

トも考えられる。 

 なお 13世紀後半の中国では元の建国（1271）と、宋

の滅亡（1279）があり、国内では文永 11年（1274）と

弘安 4年（1281）の文永・弘安の役（元寇）がある。



16 

 

その 17年後の永仁六年には日元貿易の渡唐船が日の島周辺から出港したのは先にみたとおりである。 

 ここで曲古墓の石塔の下からの出土遺物をみると、13～15 世紀の同安窯系と龍泉窯系の青磁や、14

世紀半ば～15世紀にかけてのものと思われる火鉢などがある。小値賀の前方湾海底遺跡出土のものに比

較すればオーバーラップしながらも、明らかに時期的に後出する傾向が読みとれる。 

 『青方文書』にみる地頭職をめぐる争論についても、安貞二年（1228）の山代三郎固と平戸松浦持と

の件と、文永九年（1272）の青方太郎能高と峯五郎湛（持の子）との件の小値賀島に関するものから、

嘉元二年（1304）の白魚九郎入道行覚と峯源五貞（湛の孫）とが数年に亘り浦部島の佐保、白魚の両村

に関しての件と、元弘三年（1333）の青方孫四郎高直の言上状等、浦部島を巡る争論へと移っている。 

西島の東辺については、第９図の 5と 6の白魚遺跡と宿の浦遺跡が、白魚遺跡は白魚千軒と呼ばれ、宿

の浦遺跡がある宿の浦とともにそれぞれ賑わいを見せていた。4 の老松神社岩陰祭祀遺跡（モエン様）

は新木涵人によれば「無縁所」で、地元での言い伝えで「老松寺」という寺院があり、網野善彦の説（註

36）として「無縁所」＝（信仰と金融・商品取引の市場）なので、そこが当時の重要な金融機関として

の役割を果たした「無縁所」であったとしている（註37）。 

 志佐氏の中で記録上最初に対鮮貿易を行ったのは「志佐殿」で、応永9年（1402）二人の朝鮮人を故

国に返還した。これは通交貿易時代を迎え、倭寇としての活動の中で拉致していた人物を返還したもの

とみられている。そしてこの応永 9 年～応永 23 年（1416）まで合計 17 回貿易を行った事は先に述べ

たが、これに先立つ応永七年に『青方文書』によれば（註38）、「日の島に庵が建ち」民心の安定が図ら

れた。新木はこれを「室町幕府」が建てたのではないかとみており、「志佐殿」の通商貿易は、このよう

な段階を経たあとでなされた訳で、室町幕府との関係性もわずかに考えられる所ではある。 

志佐氏は、琉球との貿易で手に入れたものを朝鮮王朝へ輸出するという三角貿易をおこなっていた。

輸出品としては琉球から輸入した東南アジア産の犀角、染料としての蘇木などだが、これらの輸入品に

見合う対価交換資源は何があるのだろうか。琉球が何を一番欲していたかを考えてみると、それは中国

の明から依頼された戦場で使用する軍馬ではないだろうか。宇野御厨は古代より『肥前国風土記』にみ

るように「馬・牛に富”み、戸田芳実（註 38）や、白水智（註 39）により西北九州の領主活動を考える

上で、みのがすことが出来ないのは牧の領有と牛馬の飼養であると早くから注目されていた。 

実際に、県内の中世山城の近くには「牧の岳」や「牧の内」など“牧”に関する地名が認められる。

そして、「牧」以外に「馬込」と言った地名が、例えば、第 8図の 9は中・近世の時代である馬込遺跡で、

地名として認められる。「牧」が牧場であれば、「馬込」は一時的に馬を集めておく集荷場のようなもの

だと考えられないだろうか。「馬」以外で考えられるものとしては西彼杵半島で算出する滑石を使用した

「石鍋」（註 40）も北は奥州の平泉や南は琉球まで広範囲に流通しており、これも対価交換資源として

考えられる。 

 最後になったが、松浦党の規約である『松浦一族一揆契諾条々事』について若干触れてみたい。長沼

賢海によれば（註 41）、下松浦党が一揆して一体の党を形成していたことを示す最も古いものは弘安十

年（1287）であり、規約の内容が分かるものとして現存する最古のものは応安八年（1373）のものとさ

れている。まず第一条は、「君の御大事」には一味同心の思いを以て、各自勝手な行動を許さない云々で

あるとされ、これは、元寇の文永・弘安の役後に規約が作られたので、国難の時には、国を挙げ、一致

団結し戦うとの趣旨であろう。ポイントを絞ってみてみると、やはり安貞二年（1228）の山代三郎固と
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平戸松浦持との争論も一つのきっかけだったのではないかと考えられる。幕府の裁断が下りたにもかか

わらず、後々まで尾を引くこととなったこの事について、自主的な解決方法を探って、知恵を絞り出し

て作ったものがこの『松浦一族一揆契諾条々事』ではなかったのだろうか。第二条としては、若し一揆

中に、所領、兵馬等に関する争論が起らば、会合者の「多分の義」に依って決し、若しその決定に異議

あり、一決しなかった場合は「道理方の人」即ち正論に与すべく、他人、親戚に依って去就すべきでな

い。又一揆衆中の公私に関する一人の大事は、衆中全体の大事と考えるべきである、云々との事で、自

主的な話し合いで決められた民主的な合議制だったといえるのではないだろうか。その当時の中国や韓

国などとの交流を通じた国際性の涵養の結果もたらされた、現代に於いても通用するような内容を持っ

ていると考えることもでき、実際的なものだったといわれている（註 42）。 

 県本土部とのアクセスとしては、『青方文書』の中に河棚氏や波佐見氏がでてくるので、現在の川棚町

と波佐見町、太宰府などで出土例がある 11 世紀の縦耳型の石鍋（註 43）や、楠葉型瓦器椀や和泉型瓦

器椀が出土している門前遺跡（註 44）が所在する相浦、彼杵荘の要衝であった東彼杵町彼杵、船党（家

船）の拠点だった大瀬戸町などが現在考慮される。 

 

 

【註記】 

１ 青方文書では壱岐国守護との記載がある。『長崎県史』古代・中世編では、「吉永文書」仁治三年（1241）十一月六日

の壱岐国守護所裁許状写の存在が指摘され、同国に守護が充てられていたのは間違いないようである。しかし、その

当時誰がその任にあたっていたのか等、はっきりしない事が多い。 

２ 松浦家の家譜『家世伝』（江戸時代に領内の古文書類を蒐集し編纂された）。 

３ 田村洋幸の提言を田中健夫がコメントしたものである。田中健夫『対外関係史研究のあゆみ』吉川弘文館91ｐ 

４ 村川逸朗編 吉井町文化財調査報告書第１集『直谷城跡』1991長崎県吉井町教育委員会 

５ 『青方文書』永徳四年［下松浦住人等一揆契諾状案］ 

６ 服部英雄『日宋貿易の実態―諸国来着の異客たちと、チャイナタウン「唐坊」―』「服部英雄のホームページ」 

７ 佐賀県武雄の後藤貴明が大村純忠との合戦に備えた波佐見町の松山城や、川棚町小峰城等と主曲輪の平面形を比べる

と、後藤貴明のものは楕円形ではなくて長方形を呈している。また、直谷城跡にあるような木戸跡（門跡）のような

ものは造っていない。平成 19 年度から 21 年度まで長崎県教育庁学芸文化課が行った『長崎県中・近世城館跡詳細分

布調査』では、同じような遺構が川棚町風南城跡、東光寺山城跡、野寄城跡でも確認された。しかし、直谷城跡では、

木戸跡を挟むように切り立った岸壁があり、機能的に門としての役割を果たしていたことが納得されるが、他の城跡

では、その遺構が単独で存在しており、厳密に言えば、直谷城跡の遺構とは別の機能を有すると言った方が良いかも

しれない。個人的には曲輪の特徴や、直谷城跡の中央部にある物見台跡（天守台跡）等と総合的に考え合わせて、門

跡が機能的に退行し象徴的に残存した可能性を考えている。 

８ 平成 19 年度から 21 年度まで長崎県教育庁学芸文化課、平成 22 年度は長崎県埋蔵文化財センターが『長崎県中・近

世城館跡詳細分布調査』を実施した。及び、また、県北部の沿岸及び西彼杵半島には、城の平面プランが円形や楕円

形を呈するものが多い。方形の居館も無いわけではないが、その数は少ない。他県の城郭研究者は円形及び楕円形の

平面プランの城郭について、辺鄙な所にある特殊なものとの考えをもつ向きもあるが、私としては、方形城館が陸に

関係した城跡であれば、円形は海に関係するものとの認識もひとつの可能性ではないかと考えている。 

９ 外山幹夫「４．直谷城主志佐氏の動向」註４文献所収 
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10 註９文献 

11 長節子『中世国境海域の倭と朝鮮』吉川弘文館2002  

12 註９文献 

13 瀬野精一郎『青方文書（一）』続群書類従完成会 

14 新木涵人編若松町歴史研究会だより『瀬音』2002（平成14）年11月1日発行第16号№１ 

15 佐伯弘次『中世五島と東アジア』第 3 回五島列島歴史シンポジウム「アジアとの回廊・五島列島海民の島」～最新の

考古学・文献史学の成果で探る五島列島の古代・中世～ 

16 最も現在の金銭感覚と比較しやすいと思われる「両」で考えてみると、その当時の1両は現代の重さに換算すると37.3

ｇで、平成23 年3 月10 日時点での筆者が参考とした中で高いと思われるレートでは１ｇは3,951 円なので、140 両

は約2，000万円となる。 

17 その当時の社会状況等総合的に考えてみる必要性もあるのではないだろうか。五島灘に浮かぶ平島の東隣、西海市崎

戸町江島には鎌倉幕府滅亡後の北条氏残党が島に居住したとの伝説が残っている。（「江島物語」の著者郷土史家中村

才伊による。平成 22 年 12 月 12 日付け長崎新聞。）『青方文書』では他に運び取った者として「船党」＝家船を操り

活動する人々も記している。 

18 網野善彦『日本社会の歴史（中）』岩波新書1998年 

19 瀬野精一郎「県史シリーズ42」『長崎県の歴史』山川出版 社昭和47年 

20 註13文献 

21 木村団四郎 第二章第「三節中世」『小値賀町郷土誌』昭和五三年三月三一日 

22 塚原博「平戸・西海」長崎県立大学平成23年3月31日 

23 小川光彦 第5 章おわりに小値賀町文化財調査報告書第21 集『小値賀町前方湾海底遺跡調査報告書Ⅱ』長崎県北松浦

郡小値賀町教育委員会2008年度 

24 若松町文化財調査報告書第１集『曲古墓』－五島列島若松町日島所在の中世墓群－1996長崎県若松町教育委員会 

25 大石一久『日島の中世・石造美術』（註24文献所収） 

26 田中健夫『倭寇』教育社 

27 伊藤祐武が幕府に願い出たが、結局許されなかった。 

28北朝方として戦った志佐氏が南朝歴（正平二十二年）の年号を法筺印塔に刻印するものかどうかという疑問点も残る。 

29 大石一久氏ご教示による。 

30 註24文献 

31 若松町郷土研究会による。 

32 村川逸朗『西北九州海域における捕鯨の伝統』2008原の辻ニュースレター30 

33 森克己『続々日宋貿易の研究』新編森克己著作集３ 勉誠出版 

34 福田以久生・村井章介編『肥前松浦党有浦文書』清文堂史料叢書第15刊 清文堂 昭和57年2月28日 
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